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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
被検眼の遠用完全矯正度数、遠用処方矯正度数及び加入度のデータを取得するデータ取得
手段と、
グラフィックを表示可能な画面を有する表示手段と、
前記データ取得手段により取得されたデータに基づいて、遠用の単焦点レンズ、近用の単
焦点レンズ及び累進レンズにより矯正された被検眼の明視域を求める演算手段と、
被検者を基点として所定の近用距離、所定の遠用距離及び所定の中間距離のそれぞれに目
標物を配置した様子を示す第１グラフィックを前記画面上に表示させ、前記演算手段によ
って得られた明視域を示す第２グラフィックを前記画面上に表示させる表示制御手段と、
を備えることを特徴とする検眼装置。
【請求項２】
請求項１の検眼装置において、前記データ取得手段により取得されるデータには被検眼の
調節力のデータが含まれ、
前記演算手段は、レンズによって矯正された被検者眼の遠点と近点に基づいて明視域を求
める手段であり、遠用の単焦点レンズにより矯正された被検眼の遠点を遠用完全矯正度数
と遠用処方矯正度数の差に基づいて求め、遠用の単焦点レンズにより矯正された被検眼の
近点を遠用完全矯正度数と遠用処方矯正度数の差及び調節力に基づいて求め、近用の単焦
点レンズにより矯正された被検眼の遠点を遠用完全矯正度数と遠用処方矯正度数の差及び
加入度に基づいて求め、近用の単焦点レンズにより矯正された被検眼の近点を遠用完全矯
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正度数と遠用処方矯正度数の差，加入度及び調節力に基づいて求め、累進レンズにより矯
正された被検眼の遠点を遠用完全矯正度数と遠用処方矯正度数の差に基づいて求め、累進
レンズにより矯正された被検眼の近点を遠用完全矯正度数と遠用処方矯正度数の差，加入
度及び調節力に基づいて求めることを特徴とする検眼装置。
【請求項３】
請求項２の検眼装置において、前記演算手段は、調節力を割合ΔＸだけ使用するものとし
、被検眼が疲れない明視域を示すために、各レンズによる明視域の中間点を遠点又は近点
と、調節力と、割合ΔＸとに基づいて求めるか、又は、遠用単焦点レンズによる明視域の
中間点を遠用完全矯正度数、遠用処方矯正度数、調節力及び割合ΔＸに基づいて求めると
共に、近用単焦点レンズ及び累進レンズによる明視域の中間点を加入度の決定時の近業距
離に基づいて求め、
前記表示制御手段は、各レンズの前記第２グラフィックの表示において、遠点から中間点
までの第１領域と、中間点から近点までの第２領域とを区別可能にするグラフィックをさ
らに表示することを特徴とする検眼装置。
【請求項４】
請求項１の検眼装置において、遠用完全矯正度数及び遠用処方矯正度数には、それぞれ球
面度数及び乱視度数が含まれており、
前記表示制御手段は、遠用完全矯正度数の乱視度数と遠用処方矯正度数の乱視度数との差
ΔＣが所定値未満の場合には前記第２グラフィックを第１の表示形態によって表示し、差
ΔＣが所定値以上の場合には前記第２グラフィックを明視域の鮮明さが劣ることを示す第
２の表示形態によって表示することを特徴とする検眼装置。
【請求項５】
請求項１～４の何れかの検眼装置は、各レンズを選択する信号を入力する選択手段と、各
レンズの視野範囲に関する特性を記憶する記憶手段と、を備え、
前記表示制御手段は、前記選択手段の選択信号に基づいて前記記憶手段から選択されたレ
ンズの視野範囲に関する特性を呼び出し、前記第１グラフィックにおいて、呼び出された
視野範囲の特性をイメージさせる二次元的な広がりをも持つグラフィックを前記画面上に
表示させることを特徴とする検眼装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自覚検眼の検眼データに基づいて各矯正レンズの明視域を表示する検眼装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　被検眼に屈折異常がある場合、これを矯正する眼鏡レンズの矯正度数を決定するために
、眼の屈折力を自覚的に測定する検眼装置が使用される（例えば、特許文献１参照）。ま
た、近点計による近点の測定データと他覚式屈折力測定装置により得られる屈折力（又は
現在の矯正レンズの度数）から、近点から遠点までの明視域をグラフィック表示するよう
にした装置が提案されている（例えば、特許文献２参照）。
【特許文献１】特開平８－２６６４６７号公報
【特許文献２】特開平９－１８２７２２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところで、中高年になると、調節力が低下する老視になり、手元付近の近方が見え難く
なる。このため、被検眼の屈折矯正には遠方視の矯正レンズのみならず、近方視の矯正レ
ンズが必要とされる。遠方視及び近方視の矯正には、遠用の単焦点レンズ、近用の単焦点
レンズを別々に使用する他、遠方視から近方視までを境目なくカバーする遠近用の累進レ
ンズがある。さらに、累進レンズとしては、近近の累進レンズ（手元から６０ｃｍ程の近
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方視までをカバーする累進レンズ）、中近の累進レンズ（手元から２ｍほどの中距離をカ
バーする累進レンズ）がある。
【０００４】
　このように、被検者は眼の矯正度数、被検者の必要とする視環境に応じた矯正レンズを
選択するが、専門知識に乏しい被検者では各矯正レンズでどのように見えるか分からず、
適切な矯正レンズを選ぶことが難しかった。また、眼鏡店又は眼科の検者も、被検者に対
して各種の矯正レンズによる見え方を適切に説明することが難しかった。
【０００５】
　本発明は、上記従来技術に鑑み、矯正レンズを選択する際に、専門知識の乏しい被験者
でも各種の矯正レンズによる見え方を分かりやすくすることができ、検者も各種の矯正レ
ンズによる見え方を説明しやすくできる検眼装置を提供することを技術課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明は以下のような構成を備えることを特徴とする。
【０００７】
（１）　被検眼の遠用完全矯正度数、遠用処方矯正度数及び加入度のデータを取得するデ
ータ取得手段と、
グラフィックを表示可能な画面を有する表示手段と、
前記データ取得手段により取得されたデータに基づいて、遠用の単焦点レンズ、近用の単
焦点レンズ及び累進レンズにより矯正された被検眼の明視域を求める演算手段と、
被検者を基点として所定の近用距離、所定の遠用距離及び所定の中間距離のそれぞれに目
標物を配置した様子を示す第１グラフィックを前記画面上に表示させ、前記演算手段によ
って得られた明視域を示す第２グラフィックを前記画面上に表示させる表示制御手段と、
を備えることを特徴とする。
（２）　（１）の検眼装置において、前記データ取得手段により取得されるデータには被
検眼の調節力のデータが含まれ、
前記演算手段は、レンズによって矯正された被検者眼の遠点と近点に基づいて明視域を求
める手段であり、遠用の単焦点レンズにより矯正された被検眼の遠点を遠用完全矯正度数
と遠用処方矯正度数の差に基づいて求め、遠用の単焦点レンズにより矯正された被検眼の
近点を遠用完全矯正度数と遠用処方矯正度数の差及び調節力に基づいて求め、近用の単焦
点レンズにより矯正された被検眼の遠点を遠用完全矯正度数と遠用処方矯正度数の差及び
加入度に基づいて求め、近用の単焦点レンズにより矯正された被検眼の近点を遠用完全矯
正度数と遠用処方矯正度数の差，加入度及び調節力に基づいて求め、累進レンズにより矯
正された被検眼の遠点を遠用完全矯正度数と遠用処方矯正度数の差に基づいて求め、累進
レンズにより矯正された被検眼の近点を遠用完全矯正度数と遠用処方矯正度数の差，加入
度及び調節力に基づいて求めることを特徴とする。
（３）　（２）の検眼装置において、前記演算手段は、調節力を割合ΔＸだけ使用するも
のとし、被検眼が疲れない明視域を示すために、各レンズによる明視域の中間点を遠点又
は近点と、調節力と、割合ΔＸとに基づいて求めるか、又は、遠用単焦点レンズによる明
視域の中間点を遠用完全矯正度数、遠用処方矯正度数、調節力及び割合ΔＸに基づいて求
めると共に、近用単焦点レンズ及び累進レンズによる明視域の中間点を加入度の決定時の
近業距離に基づいて求め、
前記表示制御手段は、各レンズの前記第２グラフィックの表示において、遠点から中間点
までの第１領域と、中間点から近点までの第２領域とを区別可能にするグラフィックをさ
らに表示することを特徴とする。
（４）　（１）の検眼装置において、遠用完全矯正度数及び遠用処方矯正度数には、それ
ぞれ球面度数及び乱視度数が含まれており、
前記表示制御手段は、遠用完全矯正度数の乱視度数と遠用処方矯正度数の乱視度数との差
ΔＣが所定値未満の場合には前記第２グラフィックを第１の表示形態によって表示し、差
ΔＣが所定値以上の場合には前記第２グラフィックを明視域の鮮明さが劣ることを示す第
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２の表示形態によって表示することを特徴とする。
（５）　（１）～（４）の何れかの検眼装置は、各レンズを選択する信号を入力する選択
手段と、各レンズの視野範囲に関する特性を記憶する記憶手段と、を備え、
前記表示制御手段は、前記選択手段の選択信号に基づいて前記記憶手段から選択されたレ
ンズの視野範囲に関する特性を呼び出し、前記第１グラフィックにおいて、呼び出された
視野範囲の特性をイメージさせる二次元的な広がりをも持つグラフィックを前記画面上に
表示させることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、専門知識の乏しい被検者でも各種の矯正レンズによる見え方を分かり
やすくすることができ、検者も各種の矯正レンズによる見え方を説明しやすくできる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、本発明の一実施例を図面に基づいて説明する。図１は検眼装置の概略構成図であ
る。検眼装置は、左右の検査窓６に種々の光学素子を切換え配置する測定ユニット（自覚
式屈折力測定装置）３と、液晶等のディスプレイ２ａに検査視標を表示する視標呈示装置
２と、測定ユニット３及び視標呈示装置２を動作させる指令信号を入力する操作ユニット
１と、これらの装置における指令信号の送受信を中継する中継ユニット４と、により構成
される。操作ユニット１は検眼情報を表示するディスプレイ２１を備え、検眼情報表示装
置を兼ねる。
【００１０】
　測定ユニット３の内部には、左右の検査窓６にそれぞれ矯正レンズ等の光学素子を切換
え配置する球面レンズディスク，円柱レンズディスク、補助レンズディスク等のレンズデ
ィスクが内蔵されている。また、測定ユニット３には、距離計測が可能な目盛りが付され
た近用棒８が取り付けられ、近用棒８には近用視標５が移動可能に取り付けられている。
近用検査時には、近用棒８が手前に倒され、近用視標５が左右の検査窓６から視認可能に
配置される。遠用検査時には、近用棒８と近用視標５が退避位置に退避され、５ｍ等の遠
用検査距離に置かれた視標呈示装置２に検査視標が呈示される。
【００１１】
　操作ユニット１は、検眼情報を表示するタッチパネル式のディスプレイ２１と、各種の
操作キーを持つ操作パネル部３２とから構成されている。また、ディスプレイ２１は検眼
後に明視域を表示する表示手段を兼ねる。操作パネル部３２は、図３（ａ）に示すように
、左右の測定眼を個別又は同時に指定するキーを持つ測定眼選択キー群３３、球面度数Ｓ
，乱視度数Ｃ，乱視軸角度Ａ，加入度数ＡＤＤ等の調整モードを指定するキーを持つモー
ドキー群３４、他覚値／自覚値／処方値等の入力データを指定するキーを持つ入力データ
指定キー群３５、Ｓ，Ｃ，ＡＤＤ等の測定値の変更及び数値入力のときに使用するダイヤ
ルノブ３６、ディスプレイ２１にメニュー画面を表示させるメニューキー３７、予め検査
手順が定められた検眼プログラムを実行するときのスタートキー及び送りキーが配置され
た検眼プログラムキー群３８と、シフトキー３９等を備える。シフトキー３９と他のキー
が同時に押されると、他のキーのスイッチ機能が別のものに切り換えられる。
【００１２】
　図３（ｂ）は、測定時におけるディスプレイ２１の測定画面の例である。画面中央付近
の表示部２１aには、測定ユニット３の検査窓に配置される光学系の測定度数（球面度数
Ｓ、乱視度数Ｃ、乱視軸角度Ａ、加入度ＡＤＤが表示される。モードキー群３４が持つス
イッチにより調整する度数が指定される。画面右側には、視標選択欄２２が設けられてお
り、選択欄２２の各キーにより視標呈示装置２に表示させる検査視標を選択することがで
きる。また、検査視標は表示部２３に図柄で表示される。図３（ａ）の例では、近用検査
時に使用されるクロスグリッド視標が表示されている。
【００１３】
　図２は、操作ユニット１の制御ブロック図である。操作パネル部３２からのスイッチ信
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号及びディスプレイ２１のタッチ機能のスイッチ信号は、制御部２０に入力される。制御
部２０はスイッチ信号に基づいてディスプレイ２１の表示を制御し、また、屈折力測定に
関する制御信号を測定ユニット３に送信し、検査視標に関する制御信号を視標呈示装置２
に送信する。制御部２０には検査データ、明視域表示用のプログラム等を記憶するメモリ
２４が接続されている。
【００１４】
　次に、上記の構成を持つ検眼装置を使用し、被検者の眼の屈折異常を矯正するための矯
正度数を決定する検眼手順を説明する（図４のフローチャート参照）。
【００１５】
　まず、図３（ｂ）の測定画面をディスプレイ２１に表示し、操作ユニット１の操作によ
り測定ユニット３の検査窓６に球面レンズ、乱視レンズを切り替え配置し、左右眼それぞ
れの遠用の完全矯正度数（最高視力が得られるときの最もプラスよりの遠用矯正度数）を
決定する検査を行う。片眼の完全矯正度数の決定検査では、乱視検査の前に行うＲ／Ｇ（
レッドグリーン）検査により球面度数Ｓを調整し、軸調整検査により乱視軸Ａを調整し、
乱視度数調整検査により乱視度数Ｃを矯正する。次に、過矯正を防止して最高視力を得る
ための第２のＲ／Ｇ検査で再び球面度数Ｓを調整した後、視力確認検査により最高視力が
得られる最もプラスよりの球面度数Ｓに調整することにより、片眼の完全矯正度数を決定
する。片眼の完全矯正度数が決定したら、同様な検査により、もう片眼の完全矯正度数を
決定する。次に、バランス検査視標を呈示し、左右の眼で同じ見え方となる最もプラスよ
りの度数となるように、両眼のバランスを取った両眼完全矯正度数を決定する。各検査で
は、ディスプレイ２１に表示される測定画面における選択欄２２の各キーにより、遠用検
査視標を視標呈示装置２に表示させる。検眼プログラムを実行しているときは、予めプロ
グラムされた視標が検査手順毎に切り替えて表示される。
【００１６】
　両眼の完全矯正度数を決定した後は、被検者の眼鏡歴、今まで装用していた眼鏡レンズ
の矯正度数等を参考にして、両眼完全矯正度数に対して被検者の眼が疲れないように、Ｓ
、Ｃを弱めに調整した遠用での処方矯正度数を決定する検査に移る。例えば、近視眼の場
合、前の眼鏡レンズ度数に対して、球面度数Ｓのアップが－０．７５Ｄを超えて大きく変
化していると眼が疲れやすいので、－０．７５Ｄ（３段階）程度までのアップとして、遠
用の処方矯正度数を決定する（遠用の処方矯正度数の調整については、特開平８－２６６
４６７号公報等を参照）。
【００１７】
　遠用の処方矯正度数が決定したら、操作ユニット１のモードキー群３４のスイッチ操作
により、加入度調整モードにし、近用検査視標５を使用した近用検査に移る。加入度調整
モードでは、測定ユニット３の矯正光学系は完全矯正度数にセットされる。また、測定ユ
ニット３の左右の検査窓にはクロスシリンダレンズ（クロスシリンダ±０．５０Ｄを持ち
、そのマイナス軸が９０度にセットされたレンズ）が配置される。近用検査視標５のセッ
トは、作業距離ＷＤとして被検者眼前の４０ｃｍ（又は希望の作業距離ＷＤ）にクロスグ
リッド視標を呈示する。そして、クロスグリッド視標の縦線と横線がほぼ同等に見えるよ
うに、完全矯正度数に対する球面度数を調整することにより、加入度ＡＤＤが決定される
。クロスグリッド視標を使用した検査による加入度ＡＤＤは、被検眼が持つ調節力の約半
分を使用したときの度数として決定される。
【００１８】
　なお、作業距離ＷＤは操作ユニット１の各キーを操作し、所定の入力画面を使用して入
力できる。処方の加入度ＡＤＤは、完全矯正度数と処方矯正度数の差から演算により求め
られる。好ましくは、測定ユニット３に処方の加入度ＡＤＤをセットした矯正光学系で視
力確認をしながら調整し、処方の加入度ＡＤＤを決定する。
【００１９】
　次に、操作ユニット１のキー操作により、調節力ＮＰＡを測定するための調節近点検査
のモードを設定する。調節近点検査では、例えば、完全矯正度数の光学系を配置した状態
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で、近用検査視標５が持つ小さな文字の視力値視標を使用し、この視標を徐々に眼に近づ
けていき、視標がぼけずに視認可能な最小の距離である近点距離ＮＰ（単位：ｍ）を近用
棒８の目盛り又はスケールを使用して読み取る。調節近点検査のモードでは、ダイヤルノ
ブ３６により近点距離ＮＰ（単位：ｍ）が入力される。
【００２０】
　ここで、近点距離をＮＰと遠点距離をＦＰとしたとき、調節力ＮＰＡ（単位：ディオプ
タ）は一般に以下の式で求められる。
【００２１】
　ＮＰＡ＝１／ＮＰ－１／ＦＰ
　遠点ＦＰの計測は自覚検眼では難しいので、遠用完全矯正状態の矯正レンズを配置した
状態で近点距離ＮＰを計測する。遠点ＦＰは無限とみなすことができるので、調節力ＮＰ
Ａは、
　ＮＰＡ＝１／ＮＰ
として求められる。また、４０ｃｍ以内の近方を明視できない被検眼の場合には、遠用完
全矯正度数に対してプラスレンズを付加する。そして、その度数をΔＰＡとして近点距離
ＮＰを計測したときは、
　ＮＰＡ＝１／ＮＰ－ΔＰＡ
として求められる。加入度ＡＤＤが付加された状態で近点を測定したときは、ΔＰＡはＡ
ＤＤとなる。
【００２２】
　また、別の求め方として、近点距離の測定をしなくても、自覚検眼で得られた遠用の完
全矯正度数、処方矯正度数、クロスグリッド視標を使用した近用検査で測定された加入度
ＡＤＤ、そのときの作業距離ＷＤを使用して、次のような演算式により簡易的に求めるこ
ともできる。なお、加入度ＡＤＤは、調節力をある割合ΔＸだけ使用し、眼が疲れないと
きの値として求めることが好ましい。ΔＸは、１／３～２／３の間の値が使用され、一般
に１／２が用いられる。
【００２３】
　ＮＰＡ＝（１／ＷＤ－（（処方矯正度数－完全矯正度数）の等価球面度数＋処方加入度
ＡＤＤ）×１／ΔＸ
　いずれの場合も、調節力ＮＰＡは同じであるとみなすことができる。また、厳密にいえ
ば、右眼と左眼で調節力ＮＰＡは異なるが、左右眼とも同じ調節力であるとしても、以下
に説明する明視域の説明では目安となればよいので、実用的には問題は少ない。
【００２４】
　以上のように操作ユニット１及び測定ユニット３の検眼により得られた球面度数Ｓ，乱
視度数Ｃを含む遠用の両眼完全矯正度数のデータと、遠用処方矯正度数のデータと、加入
度ＡＤＤのデータと、調節力ＮＰＡのデータ（又はＮＰＡを算出するための基礎とした近
点距離等のデータ）は、明視域チェックの基礎データとしてメモリ２４に入力されて、こ
れが記憶される。
【００２５】
　次に、上記のような自覚検査結果が得られた後、検者がメニューキー３７の操作により
ディスプレイに表示されるメニュー項目の中の「明視域チェック」をタッチして選択する
と、明視域表示プログラムが実行される。明視域表示プログラムの実行により、ディスプ
レイ２１の画面は、図６のような明視域チェック画面１００に切り換えられる。この明視
域チェック画面１００には、被検者の眼が裸眼の場合と各種の矯正レンズを装用したとき
、それらの明視域の違いを容易に比較可能にイメージさせるために、次のようなグラフィ
ックが用意されている。
【００２６】
　明視域チェック画面１００において、右側領域１０１には、被検者の眼が裸眼の場合の
明視域グラフ１０２と、矯正レンズが遠用単焦点レンズ（遠単）の場合の明視域グラフ１
０３と、矯正レンズが近用単焦点レンズ（近単）の場合の明視域グラフ１０４と、遠近の
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累進レンズの場合の明視域グラフ１０５と、中近の累進レンズの場合の明視域グラフ１０
６と、近近の累進レンズの場合の明視域グラフ１０７と、２重焦点レンズの場合の明視域
グラフ１０８と、が表示される。また、明視域グラフ１０２の下には「裸眼」表示１１２
が表示される。そして、各矯正レンズの明視域グラフ１０３～１０８の下には、各矯正レ
ンズの表示と選択を兼ねるキーとして、「遠単」キー１１３、「近単」キー１１４、「遠
近」キー１１５、「中近」キー１１６、「近近」キー１１７、「２重」キー１１８が配置
されている。
【００２７】
　また、画面１００の左側の領域１３０には、明視域の距離と視野範囲をイメージしやす
くするためのグラフィックが表示される。例えば、被検者の図柄１３２に対して、４０ｃ
ｍ程の近用作業をイメージさせるキーボードを模した図柄１３３と、６０ｃｍ程の近用作
業をイメージさせるディスプレイ図柄１３４と、室内での２ｍ程の目標物をイメージさせ
るテレビモニタ図柄１３５と、遠方をイメージさせる景色等の図柄１３６とが表示される
。また、これらの図柄に重ねて各種レンズを通して見たときの明視域の距離及び視野範囲
を模式的に示す領域グラフィック１４０が表示される。また、右側領域１０１と左側領域
１３０との間には、両者に共通の距離軸１２０が表示され、目安となる距離がプロットさ
れている。
【００２８】
　領域グラフィック１４０は、各明視域グラフの下に配置された矯正レンズ選択キー１１
３～１１８の何れかが選択されることにより、その矯正レンズに対応する表示に変えられ
る。領域グラフィック１４０の距離方向は、選択された矯正レンズの明視域の範囲をイメ
ージさせる表示とされ、領域グラフィック１４０の横幅は、選択された矯正レンズを装用
したときの視野範囲をイメージさせる二次元的な広がりを持つ表示とされる。矯正レンズ
毎の領域グラフィック１４０はメモリ２４に記憶されており、矯正レンズの選択信号（キ
ー１１３～１１８の選択信号）に基づいて対応するものが呼び出されて表示される。領域
グラフィック１４０の距離方向については、後述する各矯正レンズの遠点と近点の演算結
果に基づいて、各グラフ１０３～１０８と同じ範囲で形成しても良い。
【００２９】
　画面１００に表示される明視域グラフ１０２～１０８及び領域グラフィック１４０は、
前述のような自覚検査により入力された遠用矯正度数（遠用の両眼完全矯正度数、遠用処
方矯正度数）と、加入度ＡＤＤと、調節力ＮＰＡ（又はＮＰＡを算出するための基礎とし
た近点距離等のデータ）に基づいて、以下に説明する裸眼及び各種の矯正レンズにより矯
正された眼の遠点、近点及び中間点が制御部２０により演算される。また、各明視域グラ
フ１０２～１０８の遠点、近点等の演算は、基本的には左右眼の等価球面と加入度数は同
じなので右眼を基準にしているが、左右眼選択キー１４１により右眼又は左眼の見え方の
表示に切り換えることもできる。また、利き眼を基準としても良い。あるいは、表示スペ
ースに余裕があるときは、各明視域グラフにおいて、左右両眼の明視域グラフを並べて表
示しても良い。また、明視域の表示は基本的に処方矯正度数を基準にしているが、「自覚
」キー１４２を押すと、遠用の完全矯正度数を基準にした表示に切り換えられる。「処方
」キー１４３を押せば、遠用の処方矯正度数を基準にした表示に切り換えられる。
【００３０】
　以下、各明視域グラフ１０２～１０８について、それぞれの近点ＮＰ、遠点ＦＰ及び中
間点ＭＰの演算を説明する（図５参照）。なお、図６の各グラフの明視域の演算は、右眼
基準で処方矯正度数を用いた例として説明する。
【００３１】
　まず、裸眼の明視域グラフ１０２において、その遠点ＦＰは、両眼完全矯正度数の等価
球面度数ＳＥ（以下、「完ＳＥ」と略す）の逆数で求められる。なお、等価球面度数ＳＥ
は、周知のように球面度数Ｓに乱視度数Ｃの半分を加えた度数として求められるものであ
る。裸眼の近点ＮＰは、（完ＳＥ＋ＮＰＡ）の逆数で求められる。また、被検眼が持つ調
節力ＮＰＡの半分を使用したときの中間点ＭＰは、（完ＳＥ＋ＮＰＡ／２）の逆数で求め
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られる。
【００３２】
　遠用単焦点レンズ（遠単）の明視域グラフ１０３において、その遠点ＦＰは、（処方矯
正度数－完全矯正度数）の等価球面度数ＳＥ（以下、「（処－完）ＳＥ」と略す）の逆数
で求められる。近点ＮＰは、（（処－完）ＳＥ＋ＮＰＡ）の逆数で求められる。また、中
間点ＭＰは、（（処－完）ＳＥ＋ＮＰＡ／２）の逆数で求められる。
【００３３】
　近用単焦点レンズ（近単）の明視域グラフ１０４において、その遠点ＦＰは、処方での
加入度ＡＤＤ（以下、「処ＡＤＤ」と略す）を使用し、（（処－完）ＳＥ＋処ＡＤＤ）の
逆数で求められる。近点ＮＰは、（（処－完）ＳＥ＋処ＡＤＤ＋ＮＰＡ）の逆数で求めら
れる。また、中間点ＭＰは、処方の加入度ＡＤＤを決定したときに近業距離（以下、「処
ＷＤ」と略す）が使用される。ここでは、完全矯正及び処方のＡＤＤを決定したときの近
業距離は、共に４０ｃｍを使用している。
【００３４】
　遠近の累進レンズの明視域グラフ１０５において、その遠点ＦＰは、遠用単焦点レンズ
のときと同じく、（処－完）ＳＥの逆数で求められる。近点ＮＰ及び中間点ＭＰは、近用
単焦点レンズと同じ計算で求められる。
【００３５】
　中近の累進レンズの明視域グラフ１０６において、その遠点ＦＰは目安として２００ｃ
ｍにするが、（処－完）ＳＥの逆数が２００ｃｍより小さい値となったら、この値を遠点
ＦＰとする。近点ＮＰ及び中間点ＭＰは、近用単焦点レンズと同じ計算で求められる。
【００３６】
　近近の累進レンズの明視域グラフ１０６において、その遠点ＦＰは目安として６０ｃｍ
とするが、（処－完）ＳＥの逆数が６０ｃｍより小さい値となったら、この値を遠点ＦＰ
とする。近点ＮＰ及び中間点ＭＰは、近用単焦点レンズと同じ計算で求められる。
【００３７】
　二重焦点レンズにおける明視域グラフ１０６においては、遠用部及び近用部でそれぞれ
遠点、近点、中間点が求められる。遠用部の遠点ＦＰ、近点ＮＰ及び中間点ＭＰは、遠用
単焦点レンズと同じ計算で求められる。また、近用部の遠点ＦＰ、近点ＮＰ及び中間点Ｍ
Ｐは、近用単焦点レンズと同じ計算で求められる。
【００３８】
　なお、上記の各中間点ＭＰの求め方は一つの例であり、クロスグリッド視標による加入
度の測定では、経験的に調節力の１／２が使用されることを基礎としたものである。眼が
疲れない中間点ＭＰは、調節力の１／３～２／３を目安とすることができるので、以下の
式で求めることもできる。近点をＮＰ、調節力をＮＰＡ、眼が疲れないように調節力ＮＰ
Ａをある割合ΔＸ（好ましくは１／３～２／３の間の値とする）だけ使用するものとして
、
　ＭＰ＝１／（１／ＮＰ－（１－ＮＰＡ×ΔＸ））
により求めることができる。
【００３９】
　又は、遠点ＦＰの値を使用するときは、
　ＭＰ＝１／（１／ＦＰ＋ＮＰＡ×ΔＸ）
により求めることができる（ただし、中近用の累進レンズ、近近用の累進レンズについて
は除く）。
【００４０】
　上記のような演算により求められた各グラフは次のように表示される。なお、図６の各
明視域グラフは、両眼完全矯正における右眼度数が、球面度数Ｓ＝－１．００Ｄ、乱視度
数Ｃ＝－０．７５Ｄ、乱視軸Ａ＝５度、加入度ＡＤＤ＝＋２．００Ｄであるとし、処方の
各度数が、球面度数Ｓ＝－０．７５Ｄ、乱視度数Ｃ＝－０．５０Ｄ、乱視軸Ａ＝５度、加
入度ＡＤＤ＝＋１．７５Ｄであるとし、調節力ＮＰＡ＝０．８８Ｄであるものとして計算
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されている。また、作業距離ＷＤを４０ｃｍとしている。
【００４１】
　裸眼の明視域グラフ１０２において、中間点ＭＰから遠点ＦＰまでの領域１０２ａと中
間点ＭＰから近点ＮＰまでの領域１０２ｂとが、区別して認識されるように、異なる表示
形態で表示されている。この例では、中間点ＭＰから遠点ＦＰまでの領域１０２ａが青色
で表示され、中間点ＭＰから近点ＮＰまでの領域１０２ｂが黄色で表示されている。中間
点ＭＰから遠点ＦＰまでの領域１０２ａは、調節力を半分まで使用して疲れずに見える範
囲を意味し、中間点ＭＰから近点ＮＰまでの領域１０２ｂは、調節力を半分以上使用して
見える範囲を意味する。さらに、領域１０２ａには喜んだ顔のマーク１２０ａが表示され
、領域１０２ｂには苦しそうな顔のマーク１２０ｂが表示される。このような領域１０２
ａと領域１０２ｂを区分けした表示により、検者は、眼が疲れずに見える範囲としては、
青色及びマーク１２０ａが表示された中間点ＭＰから遠点ＦＰまでの領域１０２ａであり
、中間点ＭＰから近点ＮＰまでの領域１０２ｂが眼の疲れやすい領域であることを、被検
者に視覚的に分かりやすく説明できる。
【００４２】
　ここで、図６では、「遠単」キー１１３により遠用の単焦点レンズが選択された例であ
る。遠用の単焦点レンズが選択されると、その明視域グラフ１０３は、裸眼の明視域グラ
フ１０２と同じように、中間点ＭＰから遠点ＦＰまでの領域１０３ａが青色で表示され、
中間点ＭＰから近点ＮＰまでの領域１０３ｂが黄色で表示される。さらに、領域１０３ａ
及び１０３ｂには、それぞれ顔のマーク１２０ａ，１２０ｂが表示される。選択されてい
ない他の矯正レンズの明視域グラフ１０４，１０５，１０６等は、選択された矯正レンズ
と明確に区別されるように、そのグラフ内の領域がグレー色で表示される。
【００４３】
　また、遠用の単焦点レンズが選択されると、画面１００の左側の領域１３０における領
域グラフィック１４０は、遠用の単焦点レンズを通して見える距離方向と視野範囲をイメ
ージさせるグラフィックとして表示される。遠用の単焦点レンズでは、一般に、ある程度
広い視野範囲で遠方までを見える特性を持つので、領域グラフィック１４０は、この特性
をイメージさせるように構成されている。領域グラフィック１４０の距離方向の表示につ
いては、グラフ１０３に合わせて、近点ＮＰ及び遠点ＭＰの演算結果に基づいて表示され
るようにすることもできる。
【００４４】
　矯正レンズを比較するために、「近単」キー１１４により近用の単焦点レンズが選択さ
れると、明視域チェック画面１００は、図７の表示に切換えられる。近用の単焦点レンズ
の明視域グラフ１０４は、裸眼の明視域グラフ１０２と同じように、中間点ＭＰから遠点
ＦＰまでの領域１０４ａが青色で表示され、中間点ＭＰから近点ＮＰまでの領域１０４ｂ
が黄色で表示される。また、近点ＮＰ及び中間点ＭＰの位置には、上記の演算方法により
計算された距離が数値で表示される。領域１０４ａ及び１０３ｂには、それぞれ顔のマー
ク１２０ａ，１２０ｂが表示される。
【００４５】
　また、近用の単焦点レンズは、一般的に、近方で比較的広い範囲を持つ。このため、左
側の領域１３０における領域グラフィック１４０は、図６の遠用単焦点レンズに対して、
近方で広い視野範囲をイメージさせるように、広い幅を持つグラフィックとして表示され
る。一方、近用の単焦点レンズでは、距離方向の明視域が短いので、これをイメージさせ
るように、近方の５０ｃｍ程までの長さを持つグラフィックとして表示される。距離方向
の明視域の長さについては、グラフ１０４と同じく、近点ＮＰ及び遠点ＦＰの演算結果に
基づいて表示されるようにしても良い。
【００４６】
　矯正レンズを比較するために、「遠近」キー１１５により遠近用の累進レンズが選択さ
れると、明視域チェック画面１００は、図８の表示に切換えられる。明視域グラフ１０５
において、中間点ＭＰから遠点ＦＰまでの領域１０５ａが青色で表示され、中間点ＭＰか
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ら近点ＮＰまでの領域１０５ｂが黄色で表示される。各領域には、顔のマーク１２０ａ及
び１２０ｂが表示される。また、中間点ＭＰ及び近点ＮＰの距離が数値で表示される。遠
近の累進レンズでは、一般に、遠用部と遠用部との間にある累進帯部の幅は狭く、近用部
よの視野範囲よりも遠用部の視野範囲の方が広くされている。左側領域１３０における領
域グラフィック１４０は、この遠近の累進レンズの視野特性をイメージさせるために、遠
方の方が近方よりも広く、且つ中央部がくびれた視野範囲を持つグラフィックとして表示
される。領域グラフィック１４０の距離方向は、遠方から近方まで明視域を確保できる累
進レンズの特性をイメージさせるために、近方から遠方までの長さを持つグラフィックと
して表示される。
【００４７】
　このような図６～図８のような明視域の表示を利用することにより、各矯正レンズを通
したときの見え方を視覚的に分かりやすく説明できる。すなわち、検者はグラフ１０２を
示すことにより、裸眼では遠方視が８０ｃｍ程までしかなく、近方もみづらくなっている
ことを説明できる。遠方の視力を確保するために、遠用の単焦点レンズを使用した場合は
、図６のグラフ１０５を示すことにより、遠方視は良好になるが、近方視が裸眼よりさら
に難しくなる欠点を説明できる。一方、近用の単焦点レンズを使用した場合は、図７のグ
ラフ１０４及びグラフィック表示１４０を示すことにより、近方視を良好にできることを
説明できる。そして、この場合には、グラフ１０３とグラフ１０４とを比較して見せるこ
とにより、遠用の単焦点レンズによる明視域の近点と近用の単焦点レンズによる明視域の
遠点の間に開きがあることを説明できる。さらに、遠用の単焦点レンズによる矯正では、
図６のように、眼が疲れない距離を示す遠点ＦＰから中間点ＭＰまでの青色の表示領域１
０３ａを示すことにより、遠用及び近用の各単焦点レンズでは中間視の視力の確保が難し
いことを視覚的に説明できる。
【００４８】
　そして、図６，７のような遠用及び近用の単焦点レンズでの明視域に対して、遠近用の
累進レンズによる明視域グラフ１０５を示すことにより、遠近用の累進レンズを選択すれ
ば、近方視から遠方視までの視力を良好に確保できることを説明できる。
【００４９】
　しかし、遠近用の累進レンズでは、一般に、累進帯部の幅が狭いため、加入度が大きく
なるにしたがって中間部分の視野範囲が狭くなる欠点がある。この欠点を持つ遠近用の累
進レンズの見え方の特性については、図８に示されるグラフィック１４０を示すことによ
り、被検者に分かりやすく説明できる。
【００５０】
　ここで、被検者が眼鏡レンズを装用する環境としてデスクワークを主とし、手元から比
較的近い距離（６０ｃｍ程）までの視力の確保を重視している場合、検者は近近の累進レ
ンズ（手元から６０ｃｍ程の近方視までをカバーする累進レンズ）を薦めると良い。「近
近」キー１１７により近近の累進レンズを指定すると、画面１００の表示は図９のように
切換えられる。他のレンズの場合と同様に、明視域グラフ１０７の中間点ＭＰから遠点Ｆ
Ｐまでの領域１０７ａが青色で表示され、中間点ＭＰから近点ＮＰまでの領域１０７ｂが
黄色で表示される。また、左側領域１３０の領域グラフィック１４０は、近近の累進レン
ズの視野特性をイメージさせる表示に切換えられる。近近の累進レンズは、一般に、近用
部の領域が遠用部の領域より広くされている。この近近の累進レンズの特性をイメージし
やすくするために、領域グラフィック１４０は手元の視野範囲が広くされ、且つ遠点の明
視域が６０ｃｍ程にされたグラフィックとして表示される。このような表示により、検者
は近々の累進レンズを装用した場合の明視域の確保を説明でき、さらには明視域の視野範
囲を分かりやすく説明できる。そして、近近の累進レンズの方が長い距離の視力を確保で
きることを、近用の単焦点レンズの明視域グラフ１０４と明視域グラフ１０７とを比較す
ることにより説明でききる。
【００５１】
　一方、被検者の眼鏡レンズを装用する環境として室内を主とし、手元から２ｍの中距離
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までの視力の確保を重視している場合は、検者は中近の累進レンズを薦めると良い。「中
近」キー１１６を押すと、画面１００の表示は図１０のように切換えられる。他のレンズ
の場合と同様に、明視域グラフ１０６の中間点ＭＰから遠点ＦＰまでの領域が青色で表示
され、中間点ＭＰから近点ＮＰまでの領域が黄色で表示される。また、左側の領域グラフ
ィック１４０は、中近の累進レンズの視野特性をイメージさせる表示に切換えられる。中
近の累進レンズは、一般に、遠近の累進レンズに対して遠用部及び近用部がやや広くされ
ている。また、累進帯部の幅も遠近の累進レンズに比べれば、やや広くされている。この
中近の累進レンズの特性をイメージさせるように、領域グラフィック１４０は手元から中
間距離の２ｍほどまでの視野範囲がやや広くされたグラフィックとして表示される。この
ような表示により、検者は中近の累進レンズを装用した場合の明視域の確保を説明でき、
さらには中近の累進レンズが持つ視野範囲の特性を分かりやすく説明できる。
【００５２】
　また、「二重」キー１１８を押すと、遠用部及び近用部の明視域グラフ１０８は、それ
ぞれ中間点ＭＰから遠点ＦＰまでの領域が青色で表示され、中間点ＭＰから近点ＮＰまで
の領域が黄色で表示される（図示を略す）。明視域グラフ１０８は、遠用の単焦点レンズ
のグラフ１０３と近用の単焦点レンズのグラフ１０４を合わせた形として理解される。ま
た、左側の領域グラフ１４０は、遠用の単焦点レンズと同様な視野範囲のグラフィックと
して表示される。
【００５３】
　図６～図１０に示された画面１００において、上段右側に配置されたキー１４５を押す
と、図１１に示すように、画面１００の右上に左右眼の矯正度数（Ｓ，Ｃ，Ａ，ＡＤＤ及
びＷＤ）のデータ一覧１５０がポップアップ表示される。画面１００に設けられたデータ
一覧表示用のキー１４５を利用することにより、測定モードに戻らなくても、明視域表示
プログラムの実行中に矯正度数を確認できる。
【００５４】
　また、処方の矯正度数を変更するために設けられたキー１４４を押すと、処方の矯正度
数のデータがコピーされ、図１１のデータ一覧１５０における各データが変更可能とされ
る。操作パネル部３２のモードキー群３４のキー操作により（又はデータ一覧１５０の各
データ欄にタッチすることにより）変更したいデータを選択し、ダイヤルノブ３６を回す
と、選択されたデータの値が所定のステップで変更される。例えば、被検者が遠近の累進
レンズを望むと共に中間視を重視する場合、球面度数Ｓの値を弱めにすると良い。この場
合、例えば、球面度数Ｓ＝－０．７５Ｄに対して、０．２５Ｄ分だけ弱くすると（Ｓ－０
．５０Ｄにすると）、制御部２０により加入度ＡＤＤも０．２５Ｄ分だけ弱くした値とし
て変更される。すなわち、ＡＤＤ＝＋１．７５ＤがＡＤＤ＝＋１．５０Ｄに変更される。
そして、処方の矯正度数データが変更されると、制御部２０により各矯正レンズの遠点Ｆ
Ｐ、近点ＮＰ、中間点ＭＰが再計算され、図６、図８等に示された各矯正レンズの明視域
グラフ１０３、１０５、１０６等も再計算された値にしたがって変更される。
【００５５】
　また、例えば、被検者が望む作業距離ＷＤを変更した場合、加入度ＡＤＤがその変更距
離にしたがって制御部２０により変更される。現在の作業距離をＷＤ１、この作業距離に
おける加入度をＡＤＤ１、変更後の作業距離をＷＤ２、この変更に伴う加入度をＡＤＤ２
とすると、ＡＤＤ２は以下の式で計算される。
【００５６】
　ＡＤＤ２＝（１／ＷＤ２－（１／ＷＤ１－ＡＤＤ１））
　そして、ＷＤ及びＡＤＤが変更されると、制御部２０により各矯正レンズの遠点ＦＰ、
近点ＮＰ、中間点ＭＰが再計算され、各矯正レンズの明視域グラフ１０３、１０４、１０
５、１０６等も再計算された値にしたがって変更される。
【００５７】
　このように明視域表示プログラムの実行中に矯正度数の変更ができるので、測定モード
に戻らなくても、各矯正レンズの明視域グラフの変更も即座に行え、その説明がし易い。
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また、予め時検者が望む見え方を確認しておくことにより、最終的に行う仮枠検査（仮枠
にテストレンズを入れて見え方を確認する検査）に際して、処方矯正度数の微調整が効率
良く行える。
【００５８】
　再びキー１４５を押すと、データ変更用のデータ一覧１５０は閉じられ、変更された矯
正度数のデータがメモリ２４に記憶される。なお、キー１４４により表示される処方デー
タはそのまま記憶保持されている。測定モードに戻った場合は、変更された処方データで
の確認、そのプリントアウトもできる。
【００５９】
　上記の画面１００において、「自覚」キー１４２を押すと、両眼のバランスを取った完
全矯正度数のデータがデータ一覧１５０に表示される。この場合も、測定モードに戻らな
くても、完全矯正度数を確認することができるので、度数の変更に際して、完全矯正度数
を超えた過矯正にしてしまう不具合を防止しやすくなる。
【００６０】
　上記の説明では、操作ユニット１が備えるディスプレイ２１を利用して、明視域チェッ
ク用のグラフィックを表示するものとしたが、ディスプレイを持つ市販のパーソナルコン
ピュータに利用する構成も可能である。図１２はパーソナルコンピュータ（以下、パソコ
ン８０）の構成例であり、パソコン８０は、ディスプレイ８１、制御ユニット８４を持つ
本体８２、キーボード又はマウス等の入力部８７からなる。制御ユニット８４は、明視域
表示プログラムが記憶された記憶装置を持つ。明視域表示プログラムを実行するために必
要なデータは、入力部８７を使用して入力可能であり、又は通信回線を介して測定ユニッ
ト１からのデータ転送により入力できる。パソコン８０に上記のような明視域表示機能を
搭載しておけば、測定ユニット３及び操作ユニッ１が設置されていない場所でも、検者は
被検者に適する矯正レンズによる見え方を説明できる。
【００６１】
　上記の実施形態は種々の変容が可能である。以下、変容例を説明する。図１３に示すよ
うに画面１００に、被検者が前に使用していた眼鏡レンズの矯正度数（以下、前眼鏡矯正
度数）により矯正される眼の明視域を表示する「眼鏡」キー１４６を設けることによって
、被検者の前眼鏡矯正度数での明視域状態を一目で分かるようにしても良い。前眼鏡矯正
度数のデータとしては、球面度数Ｓ，乱視度数Ｃ，乱視軸角度Ａの他、前眼鏡度数が累進
レンズである場合には加入度ＡＤＤのデータが含まれる。前眼鏡矯正度数データは、周知
のレンズメータで測定される。レンズメータで測定されたデータは、操作ユニット１の入
力指示の操作により通信ケーブルを介して制御部２０に入力される。または、レンズメー
タでの測定記録をプリンター等により出力しておき、入力データ指定キー群３５から「眼
鏡」モードを選択し、ダイヤルノブ３６を回すことで前眼鏡矯正度数（Ｓ、Ｃ、Ａ、ＡＤ
Ｄ）の数値入力を行っても良い。
【００６２】
　検者が「眼鏡」キー１４６を押すと、前眼鏡矯正度数データに基づいて制御部２０によ
り算出された明視域１０３～１０８が右側領域１０１に表示される。前眼鏡矯正度数での
遠点ＦＰは、図５における（処方矯正度数－完全矯正度数）の等価球面度数ＳＥの逆数で
求める計算式に対して、処方矯正度数を前眼鏡矯正度数に代えて求める。近点ＮＰ、中間
点ＭＰについても、図５における計算式に対して処方矯正度数を前眼鏡矯正度数に代えて
求める。制御部２０による計算は、遠用単焦点レンズ、近用単焦点レンズ、遠近用の累進
レンズ、中近用の累進レンズ、近近用の累進レンズ、二重焦点レンズのタイプについて行
われる。検者は被検者が前に使用していた眼鏡レンズ（以下、前眼眼鏡）のタイプを、キ
ー１１３～１１８を押して選択することにより、前眼鏡での明視域グラフ１０３～１０８
を選択して被検者に示すことができる。
【００６３】
　なお、図１３の二重焦点レンズの場合の明視域グラフ１０８では、遠方視用明視域グラ
フ１０８ａと近方視用明視域グラフ１０８ｂの位置をずらして表示することにより、遠用
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部と近用部の見え方をそれぞれで認識しやすくしている。また、図１３では、表示スペー
スの都合上、遠近用の累進レンズの明視域グラフ１０５と中近用の累進レンズの明視域グ
ラフ１０６をキー１１５、１１６により選択的に同一場所に表示するようにしている。デ
ィスプレイ２１の画面サイズが大きい場合は、「眼鏡」キー１４６を押して表示させる前
眼鏡矯正度数に基づく明視域グラフを並べて表示させても良い。
【００６４】
　検者はこの「眼鏡」モードでの明視域１０３～１０８によって、前眼鏡での見え方を各
種レンズを使用していた場合に置き換えて分かりやすく説明することができる。また「眼
鏡」モードと「処方」モードを切換えて表示することで、検者は前眼鏡と今回の処方値と
の見え方の違いを被検者に分かりやすく説明することができ、被検者はどのように見え方
が改善するのかを理解しやすくなる。また、検者は被検者になぜこの処方値にするのか（
例えば、前眼鏡と今回の処方との差が大きいと負担になる）等の理由についても説明がし
やすいため、被検者をより納得させることができる。
【００６５】
　また、左側の領域１３０のグラフィック１４０を同時に利用することで、前眼鏡と比べ
て見える距離範囲又は視野の広さの異なる目的別の眼鏡を薦めることができ、眼鏡の複数
所持の提案も容易になる。
【００６６】
　別の変容例を説明する。図６～図１１、図１３の明視域グラフの表示において、完全矯
正度数と処方矯正度数の乱視度数Ｃの差ΔＣが一定以上（例えば、０．７５Ｄ以上）ある
場合には、実際に物を見るときに、乱視度数Ｃが矯正されている場合に対して乱視度数Ｃ
が大きく残っているために特定方向の見え方が不鮮明となる。そのため、計算上では鮮明
に見える範囲として示されている明視域１０２～１０８の範囲内であっても、実際には鮮
明に見えない部分が含まれている。また、裸眼で乱視度数Ｃが一定以上（例えば、０．７
５Ｄ以上）ある場合も同様である。そこで、乱視度数Ｃの差ΔＣが一定値未満の場合の明
視域グラフ１０２～１０８の第１表示形態に対して、乱視度数Ｃの差ΔＣが一定以上ある
場合には明視域グラフ１０２～１０８の表示の色合いを変えた第２表示形態とすることで
、実際には鮮明に見えていないということを被検者に視覚的に理解させやすくすることが
できる。例えば、図６の明視域グラフ１０２、１０３において、差ΔＣが一定値未満の場
合（乱視が矯正されている場合）に青色で表示される領域１０２ａ，１０３ａをグレーが
かった水色で表示し、黄色で表示される領域１０２ｂ，１０３ｂをグレーがかった黄色で
表示することで、乱視が大きく残っている場合に見え方の鮮明さが劣ることを示すことが
できる。特に、経験の浅い検者にとっては乱視が一定以上の場合に自動的に明視域グラフ
の色合い等の表示形態が変わることで、被検者に対して見え方の説明をより正確に行うこ
とができる。
【００６７】
　また、図５における中近用の累進レンズ、近近用累進レンズの遠点ＦＰの算出方法を以
下のようにしても良い。まず、中近用累進レンズの遠点ＦＰの算出については、図５では
目安として最大を２００ｃｍとしたが、遠近用の累進レンズと同様な計算であっても良い
。さらに、中近用の累進レンズを用いる場合、遠方視に対して視線のアイポイントがやや
下がるので、その遠点ＦＰの算出を１／（（処－完）ＳＥ＋０．２５）とし、矯正度数を
１段階（又は２段階）程度落としたものとして計算すると良い。これにより、中近用の累
進レンズの実際の使い方に合った明視域を被検者に呈示することができる。
【００６８】
　近近用累進レンズについては、図５においては遠点ＦＰを目安として６０ｃｍに固定し
たが、近用の矯正度数を基準として、加入度を減少させていく方法で遠点ＦＰを計算する
。遠点ＦＰの計算は、１／（（処－完）ＳＥ＋処方ＡＤＤ＋マイナスＡＤＤ）とする。こ
の式のマイナスＡＤＤが加入度の減少データであり、この度数は被検者が所望する遠点を
考慮して決定する。以下、近近用累進レンズについて、遠点ＦＰを得るためのマイナスＡ
ＤＤの入力を説明する。
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【００６９】
　図１４は、図１１と同じく、処方の矯正度数を変更するために、処方キー１４４を押し
たときにデータ一覧１５０が表示された例であり、キー１１５により遠近用累進レンが選
択されている場合である。このデータ一覧１５０では、近用単焦点レンズ以外の各種レン
ズの遠用矯正度数（Ｓ、Ｃ、Ａ、ＡＤＤ）を表示する「遠用」モードと、遠用単焦点レン
ズ以外の各種レンズの近用矯正度数（Ｓ、Ｃ、Ａ）を表示する「近用」モードが設けられ
ており、キー１５１を押すことで「遠用」モードと「近用」モードを切換ることができる
。
【００７０】
　図１５は「近用」モードを選択した場合である。「近用」モードのデータ一覧１５０に
表示される近用矯正度数の球面度数Ｓの値（Ｒ：－０．７５Ｄ、Ｌ：－１．２５Ｄ）は、
図１４に表示される遠用モードでのデータ一覧１５０のＳ値（Ｒ：－１．７５Ｄ、Ｌ：－
２．２５Ｄ）に対して加入度ＡＤＤ（＋１．００Ｄ）分が足された値として計算されてい
る。
【００７１】
　この「近用」モードにおいてキー１１７により近近用累進レンズを選択すると、データ
一覧１５０の下方にマイナス加入度を入力するためのキー１５３が表示される。この例で
はマイナス加入度として「－１．００Ｄ」が入力されている。検者はキー１５３にタッチ
することでマイナス加入度の値を所定のステップずつ変更することができる。例えば、キ
ー１５３を押すとマイナス加入度が「－１．００Ｄ」、「－１．５０Ｄ」、「－２．００
Ｄ」のように、０．５Ｄずつ切換る。また、キー１５３を選択した状態でダイヤルノブ３
６を回すことで、マイナス加入度を所定のステップずつ変更することができる。マイナス
加入度は任意の値で変更可能にしても良い。近近の累進レンズでのマイナス加入度を変更
すると、前述の計算方法により遠点ＦＰが求められる。そして、明視域グラフ１０７の遠
点ＦＰの表示位置が変えられる。これにより、近近累進レンズの矯正度数の決定に際して
、その見え方を被検者に分かりやすく説明できる。なお、近近用累進レンズの近点は図５
に示した計算で行われる。検者が被検者に見え方を説明する際には、明視域１０３～１０
８と共に領域グラフィック１４０を用いて、マイナス加入度の値を調節しながら、手元を
広い範囲で良く見たい、手元から少し遠方も鮮明に見たい、眼が疲れない程度の処方にし
て貰いたい等の被検者の様々な要望に近い近近の累進レンズを提案することができる。
【００７２】
　なお、キー１５３をタッチすると、データ一覧１５０画面が閉じられ、キー１５３のみ
が画面上に表示される。そのため、マイナス加入度を変更して遠点ＦＰの位置が変わるこ
とにより、明視域のグラフ１０７がデータ一覧１５０で隠れてしまうことを防ぐことがで
きる。
【００７３】
　次に、処方の遠用矯正度数を調整可能にした場合の変容例を説明する。図１１で説明し
た如く、キー１４４を押すことにより、データ一覧１５０における各データが変更可能と
される。ここで、矯正度数を大きく変更しすぎると、誤って過矯正の処方をしてしまう恐
れがある。過矯正か否かは、変更された度数と過矯正を判定するための所定の基準とを比
較して判定される。近視系（球面度数Ｓがマイナス度数）では、処方の遠用矯正度数が完
全矯正度数を超えた場合に過矯正と判定される。遠視系（球面度数Ｓがプラス度数）では
、球面度数Ｓが０を超えてプラスからマイナスになった場合に過矯正と判定される。また
、乱視度数Ｃも完全矯正度数を超えた場合に、過矯正と判定される。処方の遠用矯正度数
が過矯正と判定された場合、明視域グラフ１０２～１０８の表示形態が変えられる。例え
ば、過矯正でない場合の通常の青、黄色、グレー等の表示に対して、過矯正である旨を警
告する赤色に変えられる。このように過矯正の処方をしようとした場合に警告を表示する
ことで、検者が誤った度数のレンズを処方する間違いを未然に防ぐことができ、被検者へ
の快適な度数のレンズの提供をより確実に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
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【００７４】
【図１】検眼装置の概略構成図である。
【図２】操作ユニットの制御ブロック図である。
【図３】操作ユニットが備える操作パネル部の説明図と、ディスプレイの測定画面例の図
である。
【図４】自覚検査手順のフローチャートの例を説明する図である。
【図５】近点ＮＰ、遠点ＦＰ及び中間点ＭＰの演算式の例を示す図である。明視域を算出
するための計算式の一覧表である。
【図６】明視域表示画面の例を示す図である。
【図７】明視域表示画面の例を示す図である。
【図８】明視域表示画面の例を示す図である。
【図９】明視域表示画面の例を示す図である。
【図１０】明視域表示画面の例を示す図である。
【図１１】処方矯正度数のデータ一覧を表示した画面の例を示す図である。
【図１２】パーソナルコンピュータによる構成図である。
【図１３】明視域表示画面の例を示す図である。
【図１４】明視域表示画面の例を示す図である。
【図１５】明視域表示画面の例を示す図である。
【符号の説明】
【００７５】
　１　操作ユニット
　２０　制御部
　２１　ディスプレイ
　２４　メモリ
　３２　操作パネル部
　１０２、１０３、１０４、１０５、１０６、１０７、１０８　明視域グラフ



(16) JP 5073521 B2 2012.11.14

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】



(17) JP 5073521 B2 2012.11.14

【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】



(18) JP 5073521 B2 2012.11.14

【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】



(19) JP 5073521 B2 2012.11.14

【図１５】



(20) JP 5073521 B2 2012.11.14

10

フロントページの続き

    審査官  島田　保

(56)参考文献  特開平０９－１８２７２２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－２８０６１４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－１０５０８９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開昭６３－１３５１２７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開昭６４－０７００２２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０５－１７６８８８（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｂ　　　３／０２８　　　
              ＪＳＴＰｌｕｓ／ＪＭＥＤＰｌｕｓ／ＪＳＴ７５８０（ＪＤｒｅａｍＩＩ）


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

